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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所望の遮音性能を発揮する中空部を有するセメント系中空パネルで形成される遮音床パ
ネルの製造方法において、
　所望の遮音等級の遮音性能を発揮するように断面二次モーメントを２９００～５４００
ｃｍ４に設定する段階と、
　当該設定された断面二次モーメントを満たし前記中空部を有する断面形状であって、セ
メントを３５～６０重量％、無機質骨材を２５～４０重量％、有機繊維を２～８重量％、
混和材を０．５～２．０重量％、及び水を外割で２０～３０重量％加えた原料を混練し、
その混練した原料を真空押出成形機を用いて、厚みが９０～１１０ｍｍの板状に形成した
ものをオートクレーブ処理して押出成形セメント板の遮音床パネルを製造する段階とを備
え、
　前記断面二次モーメントは、前記中空部の長さ方向に直交する断面を通り、かつ、当該
遮音床パネルの板面に平行する軸線に関するものであり、
　曲げ強度が１０Ｎ／ｍｍ２以上、圧縮強度が５０Ｎ／ｍｍ２以上、及び素材の気乾嵩比
重が１．８以上である前記遮音床パネルを製造することを特徴とする遮音床パネルの製造
方法。
【請求項２】
　前記軸線は、前記中空部の長さ方向に直交する断面における図芯を通ることを特徴とす
る請求項１記載の遮音床パネルの製造方法。
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【請求項３】
　前記遮音床パネルには、当該遮音床パネルの強度に影響しないように、当該遮音床パネ
ルの下面側部に前記中空部の長さ方向に平行して線状体が挿入され、
　前記線状体は、当該遮音床パネルが破損したときに、当該破損した遮音床パネルが躯体
側から脱落すること、又は飛散することを防止するためのものであることを特徴とする請
求項１又は２に記載の遮音床パネルの製造方法。
【請求項４】
　前記遮音床パネルは、それが受けた重量衝撃によって生じる衝撃音に含まれる周波数の
床衝撃音レベルが、オクターブバンド中心周波数の２５０Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈ
ｚで７８ｄｂ未満、及び６３Ｈｚで８８ｄｂ未満となる遮音性能を有することを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれか１項に記載の遮音床パネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、床の重量衝撃音に対しての遮音性能を向上させて、マンション等の集合住宅
の住環境の向上を図ることができる遮音床パネルの製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　プレハブ系の建築の集合住宅においては、床材として木質系の複合床材、ＡＬＣ（ＡＬ
Ｃとは、セメント、珪石、生石灰、アルミ粉末を主原料として発泡させ、オートクレーブ
養生したパネル）、又は押出成形セメント板等が用いられる。
【０００３】
　また、集合住宅における住民間の紛争においては、床の衝撃音に対しての遮音不良によ
るものが多く、特に上層階の騒音が下層階に与える影響は顕著である。
【０００４】
　よって、従来よりも床の遮音性能の向上を図るために、種々の材料を組み合わせて高遮
音性能を実現する床材が商品化されてきている。
【０００５】
　しかし、上記高遮音性能を有する床材は、種々の材料を組み合わせて高遮音性能を実現
するものであるため、その床材を製造するための手間とコストが嵩むし、複雑な製造工程
が必要となり、品質の均一性を確保することが困難となることがある。
【０００６】
　また、上記床の衝撃音には、軽量衝撃音と重量衝撃音があり、軽量衝撃音については、
床の仕上げ材（フローリング材）等によって改善が可能であるが、重量衝撃音については
、施工時の床材の材質及び工法によって決まってしまうため、床の設計段階から遮音性能
の優れた床材及び工法を選択し、施工する必要がある。
【０００７】
　そして、このような重量衝撃音を緩和させる構造として、上下の木質系板状体の間に桟
材を設けて中空部を形成し、その中空部内に砂状体を充填することや、押出成形セメント
板で形成された床パネルに砂状体を封入し遮音性能を向上させることが行われている。
【０００８】
　特に、重量衝撃音に含まれる２５０Ｈｚ以下の音域の遮音は難しく、従来では、床材の
重量を増やし、床が振勤し難くすることにより遮音性能を確保する手段を採用している。
しかし、床材の重量が増加すると、床を支える下地鉄骨が大きくなり、コストアップ及び
居室面積の減少に繋がっていた。
【０００９】
　また、プレハブ系の住宅では、構造部材も規格化されていることから、床材の重量を大
きくすると、構造体の支柱が増え、コストアップになってしまうという問題がある。
【００１０】
　特許文献１（特開平０９－２８７２１７号公報）には、空洞部を有するプレキャストコ
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ンクリート板自体の重量を殆ど増加させることなく、床衝撃音に対する遮断特性を高めた
床材としてのプレキャストコンクリート板が記載されている。
【００１１】
　この床材としてのプレキャストコンクリート板は、空洞部内に合成樹脂製の発泡粒子群
が結合された発泡体を充填することで、当該コンクリート板自体の重量増加を抑え、遮音
性能の向上を図るものである。
【００１２】
　特許文献２（特開平１０－２０５０４３号公報）には、押出成形セメント板の中空部に
砂状粒を充填することで、衝撃音を軽減することができる遮音床が記載されている。この
遮音床は、砂状粒で振動エネルギーを吸収することによって、遮音性能を確保するもので
ある。
【００１３】
　特許文献３（特開２００３－２４７３３５号公報）には、上層部、中層部、下層部から
なる遮音床パネルが記載されている。この遮音床パネルは、上層部の厚み方向のヤング率
の積分値を、下層部の厚み方向のヤング率の積分値よりも大きくしたものである。
【００１４】
　この遮音床パネルは、その下面の一部が支持される床構造に使用されるものであり、こ
のように、遮音床パネルの下面の一部が支持されることによって、上層部よりも下層部の
剛性が大きくなるが、上記のように、上層部のヤング率の積分値を下層部のヤング率の積
分値よりも大きくすることによって、上層部及び下層部の剛性が互いに等しくなるように
することができる。このようにして、当該遮音床パネルが使用される床構造の遮音性能を
確保している。
【００１５】
　特許文献４（特開２０１１－１７４３０７号公報）には、押出中空セメント板の原材料
中に鉄粉等の高比重粉体を配合し、中実部の幅を中空部の幅よりも大きくした遮音性を有
する床用押出中空セメント板が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１６】
【特許文献１】特開平０９－２８７２１７号公報
【特許文献２】特開平１０－２０５０４３号公報
【特許文献３】特開２００３－２４７３３５号公報
【特許文献４】特開２０１１－１７４３０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかし、特許文献１のプレキャストコンクリート板では、空洞部内に合成樹脂製発泡体
を充填しなければならず、その充填のための手間とコストが掛るし、合成樹脂製発泡体の
コストも掛る。
【００１８】
　そして、特許文献２の遮音床では、その中空部内に砂状粒を充填しなければならず、そ
の充填のための手間が掛る。更に、砂状粒により遮音床の重量が増加する。
【００１９】
　また、特許文献３の遮音床パネルでは、上層部の厚み方向のヤング率の積分値が、下層
部の厚み方向のヤング率の積分値よりも大きくなるように、上層部及び下層部を別々の材
料で形成する必要があるので、当該遮音床パネルの製造工程が複雑なものとなり、製造の
手間が掛り製造コストも嵩む。更に、遮音床パネルの素材（部品）のコストも嵩むことに
なる。
【００２０】
　更に、特許文献４の床用押出中空セメント板では、その中空部よりも中実部が多くなる
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と共に、原材料中に鉄粉を配合しているので、床用押出中空セメント板の重量が増加する
ことによって施工性が低下する。そして、中実部が多くなること、及び鉄粉を配合するこ
とによって、原材料のコストが嵩む。また、セメント系原材料と反応しない鉄粉等の異質
原料を添加すると、添加しないものと比較してこの床用押出中空セメント板の強度が低下
する。
【００２１】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、遮音床パネルの重
量の増加、並びに設計及び製造の手間やコストの増加を低く抑えることができる遮音床パ
ネルの製造方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　本発明に係る遮音床パネルの製造方法は、所望の遮音性能を発揮する中空部を有するセ
メント系中空パネルで形成される遮音床パネルの製造方法において、前記所望の遮音性能
を発揮する断面二次モーメントを設定する段階と、当該設定された断面二次モーメントを
満たす断面形状であって、前記中空部を有する遮音床パネルを製造する段階とを備え、前
記断面二次モーメントは、前記中空部の長さ方向に直交する断面を通り、かつ、当該遮音
床パネルの板面に平行する軸線に関するものであることを特徴とするものである。
【００２３】
　この発明に係る遮音床パネルの製造方法は、遮音床パネルが受けた衝撃、特に重量衝撃
によって生じる衝撃音に対する遮音性能（例えば遮音特性）が、当該遮音床パネルの所定
の軸線に関する断面二次モーメントの大きさに応じて高くなることに着目して発明された
ものである。
【００２４】
　ここで、所定の軸線とは、当該遮音床パネルの中空部の長さ方向に直交する断面を通り
、かつ、当該遮音床パネルの板面に平行する軸線である。
【００２５】
　よって、所望の遮音性能を有する遮音床パネルを製造するときに、その遮音性能を確保
できる断面二次モーメントの値を設定することによって、その設定した当該断面二次モー
メントの値となる種々の断面形状の遮音床パネルを自由に設計することができる。よって
、所望の遮音性能を有し、しかも、需要者の要望や施工の条件を満足する断面形状の遮音
床パネルを比較的簡単に設計して製造することができる。
【００２６】
　この発明に係る遮音床パネルの製造方法において、前記軸線は、前記中空部の長さ方向
に直交する断面における図芯を通るものとするとよい。
【００２７】
　このようにすると、所望の遮音性能を発揮する断面二次モーメントとして、遮音床パネ
ルの中空部の長さ方向に直交する断面における図芯を通る軸線に関する断面二次モーメン
トを設定することができる。
【００２８】
　この発明に係る遮音床パネルの製造方法において、前記遮音床パネルの厚みが９０～１
１０ｍｍであり、前記断面二次モーメントが２，９００～５，４００ｃｍ４であるものと
するとよい。
【００２９】
　このように、遮音床パネルの厚みを９０～１１０ｍｍにすると、内装等の他の部材の大
掛かりな変更を伴わずに、この遮音床パネルを床材として使用することができる。そして
、断面二次モーメントを５，４００ｃｍ４以下とすることによって、中空部を残してパネ
ルの重量を軽減することができ、遮音床パネルの運搬や施工をし易くすることができる。
また、断面二次モーメントを２，９００ｃｍ４以上とすることによって、遮音床パネルが
受けた重量衝撃によって生じる衝撃音に含まれる周波数の床衝撃音レベルが、オクターブ
バンド中心周波数の２５０Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈｚで７８ｄｂ未満、６３Ｈｚで
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８８ｄｂ未満となる遮音性能（遮音等級）を有する遮音床パネルを製造することができる
。このオクターブバンド中心周波数の２５０Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈｚで７８ｄｂ
未満、６３Ｈｚで８８ｄｂ未満の床衝撃音レベルとは、集合住宅でお互いが我慢できる程
度の床衝撃音レベルよりも低いレベルであり、床衝撃音レベルをオクターブバンド中心周
波数の２５０Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈｚで７８ｄｂ未満、６３Ｈｚで８８ｄｂ未満
に抑えることによって住環境の向上を図ることができる。
【００３０】
　この発明に係る遮音床パネルの製造方法において、前記遮音床パネルが押出成形セメン
ト板とするとよい。
【００３１】
　このようにすると、押出成形セメント板を製造したときに、中空部が一体成形によって
自動的に形成されるので、中空部を有する遮音床パネルを簡単に製造することができる。
よって、遮音床パネルを作るために、現場で部材を組み合わせたり組立作業をすることが
不要であり、施工期間を短縮することができる。
【００３２】
　この発明に係る遮音床パネルの製造方法において、前記遮音床パネルは、セメントを３
５～６０重量％、無機質骨材を２５～４０重量％、有機繊維を２～８重量％、混和材を０
．５～２．０重量％、及び水を外割で２０～３０重量％加えた原料を混練し、その混練し
た原料を真空押出成形機を用いて中空形状に形成したものをオートクレーブ処理して製造
したものであり、かつ、曲げ強度が１０Ｎ／ｍｍ２以上、圧縮強度が５０Ｎ／ｍｍ２以上
、及び素材の気乾嵩比重が１．８以上である前記遮音床パネルを製造するものとするとよ
い。
【００３３】
　このようにすると、床材としての強度を含む性能を有し、比較的高い遮音性能を有する
遮音床パネルを製造することができる。
【００３４】
　この発明に係る遮音床パネルの製造方法において、前記遮音床パネルには、当該遮音床
パネルの強度に影響しないように、当該遮音床パネルの下面側部に前記中空部の長さ方向
に平行して線状体が挿入され、前記線状体は、当該遮音床パネルが破損したときに、当該
破損した遮音床パネルが躯体側から脱落すること、又は飛散することを防止するためのも
のとするとよい。
【００３５】
　この線状体によると、遮音床パネルの下面側部の縁部を躯体側に取り付けてこの遮音床
パネルを使用するときに、その縁部が破損しても、この破損した縁部が線状体を介してそ
の他の部分と繋がっているようにすることができるので、この破損した遮音床パネルが躯
体側から脱落すること、又は破損片が飛散することを防止できる。
【００３６】
　そして、線状体は、遮音床パネルの強度に影響しないようにこのパネルに挿入されてい
るので、このパネルの上面側部と下面側部との間でパネルの撓み方向の剛性の差が、この
線状体によって生じないようにすることができる。よって、遮音床パネルの上面側部と下
面側部との間でのパネルの撓み方向の剛性の差を無くすために、断面二次モーメントを補
正する必要がなく、パネルの断面二次モーメントを簡単に決定して目的とする遮音性能を
有する遮音床パネルを製造することができる。
【００３７】
　この発明に係る遮音床パネルの製造方法において、前記遮音床パネルは、それが受けた
重量衝撃によって生じる衝撃音に含まれる周波数の床衝撃音レベルが、オクターブバンド
中心周波数の２５０Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈｚで７８ｄｂ未満、及び６３Ｈｚで８
８ｄｂ未満となる遮音性能を有するものとするとよい。
【００３８】
　このように製造された遮音床パネルによると、遮音床パネルが受けた重量衝撃によって
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生じる衝撃音に含まれる周波数の床衝撃音レベルをオクターブバンド中心周波数の２５０
Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈｚで７８ｄｂ未満、及び６３Ｈｚで８８ｄｂ未満となるよ
うに遮音することができる。これによって、床衝撃音レベルが、集合住宅でお互いが我慢
できる程度のレベルよりも低いレベルに抑えることができ、住環境の向上を図ることがで
きる。
【００３９】
　この発明に係る遮音床パネルは、所望の遮音性能を発揮する中空部を有するセメント系
中空パネルで形成される遮音床パネルにおいて、前記所望の遮音性能を発揮する断面二次
モーメントに設定され、当該設定された断面二次モーメントを満たす断面形状であって、
前記中空部を有し、前記断面二次モーメントは、前記中空部の長さ方向に直交する断面を
通り、かつ、当該遮音床パネルの板面に平行する軸線に関するものであることを特徴とす
るものである。
【発明の効果】
【００４１】
　この発明に係る遮音床パネルの製造方法によると、所望の遮音性能を発揮する断面二次
モーメントの断面形状を有する遮音床パネルを製造することによって、所望の遮音性能を
有する遮音床パネルを製造することができるので、特許文献１、２に記載された従来のコ
ンクリート板や遮音床のように、遮音性能を持たせるために、それぞれに形成された中空
部内に合成樹脂製の発泡体や砂状粒を充填する必要がなく、その分だけ製造の手間やコス
トの低減を図ることができる。そして、砂状粒によってこの遮音床の重量が増加しないの
で、施工性が良いし、この遮音床パネルが設けられる躯体の小型化を図ることができる。
【００４２】
　また、この発明に係る遮音床パネルの製造方法によると、特許文献３に記載された従来
の遮音床パネルのように、上層部の厚み方向のヤング率の積分値が、下層部の厚み方向の
ヤング率の積分値よりも大きくなるように、上層部及び下層部を別々の材料で形成する必
要が無いので、当該遮音床パネルの製造工程が従来よりも簡単なものとなり、遮音床パネ
ルの素材のコストの低減を図ることができる。
【００４３】
　更に、この発明に係る遮音床パネルの製造方法によると、特許文献４に記載された従来
の床用押出中空セメント板のように、その原材料中に鉄粉等の高比重粉体を添加する必要
がないので、その分のコストの低減を図ることができ、遮音床パネルの強度の向上を図る
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】この発明の一実施形態に係る遮音床パネルの縦断面図である。
【図２】同実施形態の遮音床構造を示す部分縦断面図である。
【図３】同実施形態の遮音床パネル及びそれ以外の中空パネルの床衝撃音レベルの測定結
果を示す図である。
【図４】同発明の他の実施形態に係る遮音床パネルの縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　以下、本発明に係る遮音床パネルの製造方法、及び遮音床パネルの一実施形態を、図１
～図３を参照して説明する。この遮音床パネル１１は、建物の特に住宅、集合住宅等の床
を形成するために使用され、例えば床が衝撃を受けたときに、その床衝撃音が上階から下
階へ漏れないようにすることができるものである。そして、この遮音床パネル１１は、床
衝撃音のうち特に重量衝撃音（足音や飛び跳ねる音等）が上階から下階へ漏れないように
することができるものである。
【００４６】
　図１に示す遮音床パネル１１は、セメント系中空パネルであり、例えば押出成形セメン
ト板である。そして、このパネル１１には、複数の中空部１２が互いに平行してこのパネ
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ル１１の長手方向に形成されている。
【００４７】
　この遮音床パネル１１は、例えばセメントを３５～６０重量％、無機質骨材として珪石
を２５～４０重量％、硅石以外の骨材（例えば珪砂、重量砂、ビーズ）を０～３０重量％
、有機繊維（例えばパルプやセルロース製繊維、ポリアミド製繊維（ナイロン）、ポリプ
ロピレン製繊維）を２～８重量％、無機繊維（例えばガラス繊維、炭素繊維）を０～５重
量％、混和材（例えばメチルセルロース）を０．５～２．０重量％、及び水を外割で２０
～３０重量％加えた原料を混練し、その混練した原料を真空押出成形機を用いて中空形状
に形成したものをオートクレーブ処理して製造したものである。
【００４８】
　このオートクレーブ処理とは、中空形状に形成したものを高温高圧により蒸気養生する
ことであり、寸法の安定性など品質特性を向上させるための処理方法である。
【００４９】
　そして、上記のように配合されてオートクレーブ処理された遮音床パネル１１は、曲げ
強度が１０Ｎ／ｍｍ２以上、圧縮強度が５０Ｎ／ｍｍ２以上、及び素材の気乾嵩比重が１
．８以上となるように製造されている。
【００５０】
　また、図１に示す遮音床パネル１１は、図３に示す所望の遮音性能（遮音特性）を発揮
する断面二次モーメントＩの断面形状を有するものであって、この断面二次モーメントＩ
は、中空部１２の長さ方向に直交する断面における図芯を通り、かつ、当該遮音床パネル
１１の板面１１ａに平行する軸線Ｘに関するものである。
【００５１】
　そして、図１に示す遮音床パネル１１は、例えばそれが受けた重量衝撃によって生じる
衝撃音に含まれる周波数の床衝撃音レベルＬＨ（図３参照）が、オクターブバンド中心周
波数の２５０Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈｚで７８ｄｂ未満、及び６３Ｈｚで８８ｄｂ
未満となる遮音性能を有するものである。図３に示す床衝撃音レベルは、後述する。
【００５２】
　また、遮音床パネル１１の厚みＤは、例えば９０～１１０ｍｍであり、軸線Ｘに関する
断面二次モーメントＩは、例えば２，９００～５，４００ｍｍ４である。そして、図１に
示す各部の寸法である上面部１１ｂの厚みがＥ１、下面部１１ｃの厚みがＥ２、両端の各
中空部１２の幅がＦ１、両端の各中空部１２よりも内側に形成されている４つの各中空部
１２の幅がＦ２、７つの各隔壁部１３の幅がＦ３である。そして、上面部１１ｂの厚みＥ
１、下面部１１ｃの厚みＥ２、及び隔壁部１３の幅Ｆ３のそれぞれの範囲は、例えば９．
５～３４ｍｍである。
【００５３】
　更に、この遮音床パネル１１には、図１に示すように、パネル１１の下面側部、例えば
中空部１２どうしを仕切っている例えば３つの各隔壁部１３の下端部には、ワイヤーロー
プ、合成樹脂製のロープ等の線状体１４が各挿入孔にそれぞれ挿入されている。この線状
体１４は、当該遮音床パネル１１の強度に影響しないように、当該遮音床パネル１１の下
面側部に中空部１２の長さ方向に平行して設けられている。
【００５４】
　この線状体１４は、遮音床パネル１１が破損したときに、当該破損した遮音床パネル１
１が梁１７等の躯体側から脱落すること、又は飛散することを防止するためのものである
　そして、図１に示す遮音床パネル１１の両側の各側面は、フラットに形成されており、
遮音床パネル１１の側縁部どうしを接合するときに、パッキング材を挟んで接合する。こ
の接合部は、必要に応じてパッキング材を保持できるような凹溝構造としても良い。
【００５５】
　上記のように構成された図１に示す遮音床パネル１１は、床材としての強度を含む性能
を有し、図３に示す遮音等級がＬ－６５以上の遮音性能を有するものである。
【００５６】
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　次に、図２を参照して、図１に示す遮音床パネル１１を使用して構成された遮音床構造
１６を説明する。この遮音床構造１６は、図２に示すように、梁１７（躯体）の上面に複
数の遮音床パネル１１を水平に配置して、それぞれの遮音床パネル１１を取付け金具１８
によって梁１７に取り付けた構成である。
【００５７】
　そして、遮音床パネル１１は、図２に示すように、建物の部屋の広さに合わせて複数枚
が梁１７上に敷き詰められる。遮音床パネル１１間の目地には、不燃性のパッキング材１
９が充填されて目地部が形成される。この目地部としての不燃性のパッキング材１９は、
目地部が所定の遮音性能及び耐火性能を確保できるようにするものである。また、図には
示さないが、遮音床パネル１１の終端縁部と、壁部との取り合い部にも、目地部と同様に
不燃性のパッキング材が充填されている。そして、遮音床パネル１１は、図２に示すよう
に、取付け金具１８、ボルト２０及びナット２１を使用して、梁１７に取り付けられてい
る。なお、遮音床パネル１１の下面と、梁１７の上面との間には、必要に応じて緩衝機能
を有するパッキング材２２が設けられる。
【００５８】
　上記のように構成された遮音床構造１６によれば、床を形成する遮音床パネル１１が、
例えば足音や飛び跳ねる音等の重量衝撃を受けると、床衝撃音レベルをこの遮音床パネル
１１の遮音性能に応じて抑えることができ、住環境の向上を図ることができる。
【００５９】
　次に、押出成形セメント板の床衝撃音レベルの測定結果を図３を参照して説明する。こ
の図３は、押出成形セメント板の断面二次モーメントＩと遮音性能との関係を表したもの
であり、例えば押出成形セメント板の厚みＤを９０～１１０ｍｍの範囲で変更することに
よって断面二次モーメントＩを変更している。
【００６０】
　この測定で使用される押出成形セメント板は、図１に示す遮音床パネル１１と同じ型式
の中空部１２を有する中空パネルである。そして、押出成形セメント板は、例えば厚さＤ
（９０～１１０）×幅５００×長さ３１００ｍｍのものを使用している。
【００６１】
　この図３に示す床衝撃音レベルとは、ＪＩＳＡ１４１８で規定される重量衝撃源（例え
ばタイヤ）を床面に落下させた時の下階における各周波数帯の衝撃音の音圧レベルである
。
【００６２】
　この測定方法は、ピット等の上側開口部に被測定物である押出成形セメント板を載置し
、所定高さ（例えば６０ｃｍ～９０ｃｍ）からタイヤを自由落下させる等して、その際に
生じた衝撃音を受音室に設置したマイクロホンによって検出するものである。
【００６３】
　この測定では、断面二次モーメントＩが２，７００ｍｍ４、２，９００ｍｍ４、３，０
００ｍｍ４、３，４００ｍｍ４、３，７００ｍｍ４、及び４，４００ｍｍ４、５，４００
ｍｍ４とした各押出成形セメント板を被測定物として行った。
【００６４】
　図３のＬ－３０～Ｌ－８０は遮音等級であり、このＬ値が小さくなるほど遮音等級、即
ち遮音性が上がる。また、遮音等級は、床衝撃音レベルが５ｄＢ下がるごとに、１ランク
上がる。
【００６５】
　つまり、図３に示すＬ値（Ｌ－８０、Ｌ－７０、・・・）は、上の階の床を叩いたとき
に生じた床衝撃音が、どれだけ下の階に伝わるかを意味するものである。このＬ値が小さ
いほど遮音性能が良いことを意味する。
【００６６】
　ＬＨ値（ＬＨ－８０、ＬＨ－７０、・・・）は、床衝撃音レベルＬ（Ｌ－８０、Ｌ－７
０、・・・）において、床衝撃音に含まれる２５０Ｈｚ以下の周波数の床衝撃音レベルの
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遮音等級である。ＬＨ値は、例えば子供が床の上を飛び跳ねたときに発生する重くて鈍い
感じの重量床衝撃音を意味するものである。このＬＨ値が小さいほど遮音性能が良いこと
を意味する。
【００６７】
　ＬＬ値（ＬＬ－８０、ＬＬ－７０、・・・）は、床衝撃音レベルＬ（Ｌ－８０、Ｌ－７
０、・・・）において、床衝撃音に含まれる２５０Ｈｚを超える周波数の床衝撃音レベル
の遮音等級である。ＬＬ値は、例えば食器を床に落としたとき等に発生する比較的軽くて
硬い軽量床衝撃音を意味するものである。このＬＬ値が小さいほど遮音性能が良いことを
意味する。
【００６８】
　図３から明らかなように、断面二次モーメントＩが大きくなるほど優れた遮音性能を有
していることが分かる。
【００６９】
　次に、例えば厚みＤが略１０２ｍｍであり、２５０Ｈｚ以下の周波数帯域で遮音等級が
ＬＨ－５５の遮音床パネル１１について説明する。
【００７０】
　このように、厚みＤが略１０２ｍｍであり、２５０Ｈｚ以下の周波数帯域で遮音等級が
ＬＨ－５５の遮音床パネル１１を製造するには、図３に示すように、断面二次モーメント
Ｉを３，７００ｍｍ４以上とすることが必要である。
【００７１】
　例えば住宅のモジュール（床の幅）が１，０００ｍｍの場合、施工性の観点から５００
ｍｍ幅の遮音床パネル１１を設定する。そして、遮音床パネル１１の断面二次モーメント
Ｉを３，７００ｍｍ４以上となるように設定する。
【００７２】
　上記条件を満足する図1に示す断面形状の遮音床パネル１１では、Ｄが略１０２ｍｍ、
Ｗが略４９８ｍｍ、Ｅ１が略２２ｍｍ、Ｅ２が略２２ｍｍ、Ｆ１が略５６ｍｍ、Ｆ２が略
５７．５ｍｍ、Ｆ３が略２０ｍｍであり、このときの断面二次モーメントＩが略３，８２
０ｍｍ４となり、床材として適切な遮音性能を持った遮音床パネル１１を設計及び製造す
ることができる。
【００７３】
　また、図1に示す断面形状の遮音床パネル１１以外にも、上記条件を満足する図４に示
す断面形状の遮音床パネル１１を設計及び製造することができる。この図４に示す断面形
状の遮音床パネル１１では、Ｄが略１０２ｍｍ、Ｗが略４９８ｍｍ、Ｅ１が略２３ｍｍ、
Ｅ２が略２１ｍｍ、Ｆ１が略５７．５ｍｍ、Ｆ２が略５８．５ｍｍ、Ｆ３が略１９ｍｍで
あり、断面二次モーメントＩが略３，８２０ｍｍ４である。
【００７４】
　また、上記遮音床パネル１１は、セメントを略５０重量％、珪石を略３３重量％、骨材
を略１０重量％、有機繊維を略５重量％、無機繊維を略１重量％、混和材を略１重量％、
及び水を外割で２０～３０重量％加えた原料を混練し、その混練した原料を真空押出成形
機を用いて中空形状に形成したものをオートクレーブ処理して製造したものである。
【００７５】
　そして、上記のように配合されてオートクレーブ処理された遮音床パネル１１は、曲げ
強度が略１５Ｎ／ｍｍ２、圧縮強度が略５３Ｎ／ｍｍ２、及び素材の気乾嵩比重が略１．
８５である。
【００７６】
　次に、本発明に係る遮音床パネルの製造方法について説明する。この遮音床パネルの製
造方法は、例えば図３に示す所望の遮音等級の遮音性能を発揮する断面二次モーメントＩ
を設定し、その設定した断面二次モーメントＩの断面形状を有する遮音床パネル１１（図
１参照）を製造する遮音床パネルの製造方法であって、この遮音床パネル１１は、中空部
１２を有するセメント系中空パネルで形成され、当該断面二次モーメントＩは、中空部１
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２の長さ方向に直交する断面における図芯を通り、かつ、当該遮音床パネル１１の板面１
１ａに平行する軸線Ｘに関するものである。
【００７７】
　この遮音床パネルの製造方法は、図１に示す遮音床パネル１１が受けた重量衝撃によっ
て生じる衝撃音に対する遮音性能（例えば遮音特性）が、図３に示すように、当該遮音床
パネル１１の所定の上記軸線Ｘに関する断面二次モーメントＩの大きさ（遮音床パネル１
１の撓み方向の剛性の大きさ）に応じて高くなることに着目して発明されたものである。
【００７８】
　よって、所望の遮音性能（図３に示す遮音等級）を有する遮音床パネル１１を製造する
ときに、その遮音性能を確保できる断面二次モーメントＩの値を決定することによって、
その決定した当該断面二次モーメントＩの値となる種々の断面形状の遮音床パネル１１を
自由に設計することができる。よって、所望の遮音性能を有し、しかも、需要者の要望や
施工の条件を満足する断面形状の遮音床パネル１１を比較的簡単に設計して製造すること
ができる。
【００７９】
　また、この遮音床パネルの製造方法によると、特許文献１、２に記載された従来のコン
クリート板や遮音床のように、遮音性能を持たせるために、それぞれに形成された中空部
１２内に合成樹脂製の発泡体や砂状粒を充填する必要がなく、その分だけ製造の手間やコ
ストの低減を図ることができる。そして、砂状粒によってこの遮音床の重量が増加しない
ので、施工性が良いし、この遮音床パネル１１が設けられる躯体（梁１７）の小型化を図
ることができる。
【００８０】
　そして、この遮音床パネルの製造方法によると、特許文献３に記載された従来の遮音床
パネルのように、上層部の厚み方向のヤング率の積分値が、下層部の厚み方向のヤング率
の積分値よりも大きくなるように、上層部及び下層部を別々の材料で形成する必要が無い
ので、当該遮音床パネル１１の製造工程が従来よりも簡単なものとなり、遮音床パネル１
１の素材のコストの低減を図ることができる。
【００８１】
　更に、この遮音床パネルの製造方法によると、特許文献４に記載された従来の床用押出
中空セメント板のように、その原材料中に鉄粉等の高比重粉体を添加する必要がないので
、その分のコストの低減を図ることができ、遮音床パネルの強度の向上を図ることができ
る。
【００８２】
　そして、図１に示す遮音床パネル１１は、その厚みＤを９０～１１０ｍｍとし、断面二
次モーメントＩを２，９００～５，４００ｃｍ４としてある。
【００８３】
　このように、遮音床パネル１１の厚みを９０～１１０ｍｍにすると、内装等の他の部材
の大掛かりな変更を伴わずに、この遮音床パネル１１を床材として使用することができる
。そして、断面二次モーメントＩを５，４００ｃｍ４以下とすることによって、中空部１
２を残してパネルの重量を軽減することができ、遮音床パネル１１の運搬や施工をし易く
することができる。
【００８４】
　また、断面二次モーメントＩを２，９００ｃｍ４以上とすることによって、図３に示す
ように、遮音床パネル１１が受けた重量衝撃によって生じる衝撃音に含まれる周波数の床
衝撃音レベルが、オクターブバンド中心周波数の２５０Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈｚ
で７８ｄｂ未満、及び６３Ｈｚで８８ｄｂ未満となる遮音性能（遮音等級がＬ－６５以上
）を有する遮音床パネル１１を製造することができる。この略８８ｄｂ未満の床衝撃音レ
ベルとは、集合住宅でお互いが我慢できる程度の床衝撃音レベルよりも低いレベルであり
、床衝撃音レベルを略８８ｄｂ未満に抑えることによって住環境の向上を図ることができ
る。
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【００８５】
　更に、遮音床パネル１１を押出成形セメント板として製造すると、この押出成形セメン
ト板を製造したときに、中空部１２が一体成形によって自動的に形成されるので、中空部
１２を有する遮音床パネル１１を簡単に製造することができる。よって、遮音床パネル１
１を作るために、現場で部材を組み合わせたり組立作業をすることが不要であり、施工期
間を短縮することができる。
【００８６】
　そして、図１に示す遮音床パネル１１の下面側部、例えば中空部１２どうしを仕切って
いる例えば３つの各隔壁部１３の下端部には、線状体１４が各挿入孔にそれぞれ挿入され
ている。
【００８７】
　この３本の各線状体１４によると、図２に示すように、遮音床パネル１１の下面部１１
ｃの縁部を躯体（梁１７）側に取り付けてこの遮音床パネル１１を使用するときに、その
縁部が破損しても、この破損した縁部が線状体１４を介してその他の部分と繋がっている
ようにすることができるので、この破損した遮音床パネル１１が躯体側から脱落すること
、又は破損片が飛散することを防止できる。
【００８８】
　そして、線状体１４は、遮音床パネル１１の強度に影響しないようにこのパネル１１の
挿入孔に挿入されているので、このパネル１１の上面側部と下面側部との間でパネル１１
の撓み方向の剛性の差が、この線状体１４によって生じないようにすることができる。よ
って、遮音床パネル１１の上面側部と下面側部との間でのパネル１１の撓み方向の剛性の
差を無くすために、断面二次モーメントＩを補正する必要がなく、パネルの断面二次モー
メントＩを簡単に決定して目的とする遮音性能を有する遮音床パネル１１を製造すること
ができる。
【００８９】
　また、図１に示す遮音床パネル１１は、それが受けた重量衝撃によって生じる衝撃音に
含まれる周波数の床衝撃音レベルが、オクターブバンド中心周波数の２５０Ｈｚで７１ｄ
ｂ未満、１２５Ｈｚで７８ｄｂ未満、及び６３Ｈｚで８８ｄｂ未満となる遮音性能（遮音
等級がＬ－６５以上）を有するように設計及び製造されている。
【００９０】
　このように製造された遮音床パネル１１によると、当該遮音床パネル１１が受けた重量
衝撃によって生じる衝撃音に含まれる周波数の床衝撃音レベルが、オクターブバンド中心
周波数の２５０Ｈｚで７１ｄｂ未満、１２５Ｈｚで７８ｄｂ未満、及び６３Ｈｚで８８ｄ
ｂ未満となるように遮音することができる。これによって、床衝撃音レベルが、集合住宅
でお互いが我慢できる程度のレベルよりも低いレベルに抑えることができ、住環境の向上
を図ることができる。
【００９１】
　ただし、上記実施形態では、図１及び図２に示す断面形状の遮音床パネル１１を例に挙
げたが、これ以外の断面形状を有する遮音床パネルに対して本発明を適用することができ
る。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　以上のように、本発明に係る遮音床パネルの製造方法及び遮音床パネルは、遮音床パネ
ルの重量の増加、並びに設計及び製造の手間やコストの増加を低く抑えることができる優
れた効果を有し、このような遮音床パネルの製造方法及び遮音床パネルに適用するのに適
している。
【符号の説明】
【００９３】
　１１　遮音床パネル
　１１ａ　板面
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　１１ｂ　上面部
　１１ｃ　下面部
　１２　中空部
　１３　隔壁部
　１４　線状体
　１６　遮音床構造
　１７　梁
　１８　取付け金具
　１９　パッキング材
　２０　ボルト
　２１　ナット
　２２　パッキング材

【図１】 【図２】
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